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平城宮跡東院庭園 の 発掘調査 と復原整備
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1．は じめに

　平城宮跡は奈良時f弋（710〜784 年〉に新 しく造られ た首

都、平城京 の 北辺中央に 位置す る宮殿 の 遺跡で あ る。国

の 政治や儀式を行 っ て い た宮殿や役所、天皇 の 居所 など

が こ こ に あっ 鶴 広 さは東西約 1．3km 、南北約 1kinで あ

り、国の 特別史跡とな っ て い る。平城宮の 発掘調査は 1959

年か ら計画的に進み、こ れ ま で に 平城宮の 約三 分の
一

の

区域（40ha 強）が終了 しtt。発掘調査に よっ て 宮内で は 4

か 所の 園池 が発見された。東院庭園はその
一

つ で、平城

宮東張出 し部の 東南隅に 営まれ てい た宴遊施設 で ある。

　発掘調査を進 め なが ら、平城宮は 遺跡全体 を展 示 物 と

考 え る野外博物館と して 整備し、公 開 され て い る。基本

構想で は 4 箇所の 遺構立体復原地区を設定 した。朱雀門、

第
一

次大極殿院、宮内省、東院庭園で ある 。 第
一
次大極

殿院をの ぞく3 か 所の 復原がほ ぼ完成 した現状で ある。

　奈良時代庭園 の 復原例 と して は 平城京左京三条 二 坊宮

跡庭園 （以下、「宮跡庭園」 と略す） に つ い で 2 例 目 と

なる東院庭園の 発掘調査 と復原整備の 概要を紹介する。

Z 鄭完庭園の 発掘調査

　東院庭園の発掘調査 は 7 回に わけて行われ、全体の発

掘調査面積は約 13，000   であ る。 庭園の 四周は、東と南

は平城宮 の 外周を巡 る築地大垣 で、西 と北 は掘立柱の板

塀で 区 画 され て い る。東西 70m 、南北 100m の 区画 の 中

央に大きな池 をつ く り、周囲に建物を配 した構造で あ る。

　東院庭園は奈 良時代前期 （8C 前半）に っ くられ 、平安時

代初頭 （ec 初）に廃絶す るの で あ るが 、奈良時代中期 （8C

中頃）以降に池 と周囲の 建物の 全面的な改修 が行 われる。

当初の もの を前期東院庭園、改修後 の もの を後期東院庭

園と呼ぶ．後期 の池 は 前期の 池を埋めて、そ の 直上 につ

くられ て い る。こ の ため後期の 遺構を残しなが ら行 っ た

池南半部の 発掘調査で は前期 の 遺構は部分的に確認 した

にすぎない
。 したがっ て、前期の 池 に つ い て は不 明の 点

もあ るが、前期、後期に分けて遺構の 概要を述べ る。

前期東院庭園　　池の 大きさは東 西約 50m、南北約 60m 、

所 々 に 出入 りの ある逆 L 字形に 近い 平面で ある（図 2 参

照）。汀沿い の 池底に は径 30〜40cm 前後 の 上面が扁平な

安山岩を幅 L5 〜6m の 範囲に帯状 に 敷きつ めて い るが、

池中央部は地山で ある砂質土の ままだっ たようだLl］線

とそ の 上部の 岸の 立ち上 が りが ど の よ うな 構造で あっ た

の か は 、池の 改修 に際し護岸石等が はずされ て お り、遺

構 で 直接、確認 する こ とは で きな か っ た 。 た だ し、部分

的 に残 る 痕跡 をつ なぎ合わせ て 推定する と、前期の 池は

宮跡庭 園と類似 した構造 で あっ た可能 1生が高 い。宮跡庭

園の 池は、池底 に径 20〜50cm の 扁平な安山岩を敷き、汀

線は こ の 敷石 の 外側に径 20〜30　cm の 玉石 を立て る。また、

池 の 給排水 口 や岬状 の 部分に は 集中 して 景石を据 え て い

る。 池水は立 て た 玉 石 の 天 端、も し くは 少 し下を満たす

高さで ある。立て た玉 石 の 外側は 底石 同様の扁平な玉 石

を緩勾配（8 度前後〉で 並べ て い る。幅は広 い 所で 2m 、狭

い 所で は 玉 石 1 列分で ある。玉石敷きの 外側 は径 5cm前

後 の 礫敷き とな る。前期東院庭園も同種 の 護岸で あ っ た

と考え られ るが、後期 の 池 へ の 作 りか え に 際 し、立て た

玉石 を含めて 上 部は、新規の 洲梹造成の 支障にな るこ と、

石 材 を他所 で 再利用す る 目的、な どの 理 由 で 取 り外 され

た の で あろ う。護岸が 完全な形で 残 っ て い ない の で、池

の 深さも確定で きない が、い ずれ に して も深 い もの で は

なく最深 部で 30〜40cmと推定できる。

　景石 の 有無も不 明確で あ る が、西岸部の 断割 り調査で

後期 の 洲浜礫敷きより古い 層に据えられた景石 を確認 し

て い る、宮跡庭園で も多数の 景石 が使われ て い る、こ と

な どか ら前期の 護岸沿い に も景石が あっ た と考え られる。

　池 へ の 給水 は東北隅、排水は西南隅 か ら、い ずれ も玉

石組水路 で行われて い た。排水は池 の 平面形か らして 西

南隅の み で は東南部の 水が滞留 して しま うの で 、後期 の

排水路がある東南隅に も前期の 時点か ら排水路があっ た

可 能性が高 い が、これ も後期 の 遺構が あ るた め残 っ て い
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ない。玉 石 組水路も後述す る玉 石 組 蛇行溝 も底石 は残 っ

て い るが 側 石 は こ と ご と く抜か れ て い た。玉 石 組給排水

路は ともに幅約 40cm 、深さ20〜30　cmで あっ た。

　本来 の 給排水路とは別 に 前期の池 に は 西南隅と西北部

に 玉 石 組の 蛇行溝がとりっ く。ただ し、両者が 同時に存

在 したか、どうか は不明で ある。西南隅の 蛇行溝は 玉 石

組排水路の 東 3m に あ り、池か らの 水を受け る。一
方、

西北部 の 蛇行溝 は、北 か ら池に流れ 込 む 。 両者は 構造が

よ く似 てお り、底石 は径 30cm 前後の 上面が平 らな玉石 を

中央がやや窪む皿状に 3〜4 列 に敷く。但11石 を含め た全体

の 幅は 1m 強、深 さは 10〜15cmに復原で きる。発掘調査

で確認で きた延長は、西北部の 蛇行溝は 24m 、西南隅は

40m で あ り、溝の 縦断勾配 は 0．5％ほ どで あ っ た。側石 の

据え方を部分的に残 っ て い た西南隅蛇行溝 の 側石 か ら推

定すると、5c 皿程度ずっ 2 段に階段状に 立ち上げる部分

と 1 石 で 10cm 近く立 ち上げる部分が あ っ たよ うだ，これ

ら 2 条の 蛇行溝は 曲水宴の 流盃渠と して使わ れた と考え

られ る興味深 い 遺構で あ る。西北部蛇行溝を含めた池の

給水源は発掘調査で は確か め られ て い ない が 、水系から

考え る と北方の 水上池か ら導水 して い た 可能性が高い 、

　こ の 時期の 園池に伴 う建物は 4 棟ある。池の 西 岸 と南

岸 に は 池 に 張出す東西棟建物があ り、池か ら少し離れ た

北方 に は 2 棟の 付属建物が ある。

後期東院庭園　　後期の 池 の地割 りは 基本的 に前期の 形

を踏襲す るが、池東北部が東 へ 10m ほ ど拡張され るの と、

全体 に 汀線 の 出入 りが大き くな り、平面は前期 よ りも複

雑 に なる。池西南部に は東 西約 11m 、南北約 9m の 、北

側中央部がくび れ た形 の 中島が つ くられ る。池底は池東

北拡張部を除い て 全 面礫敷き とな り、護岸も 5〜20 度の

緩やか な勾 配 の 礫敷き、つ ま り、洲浜仕上 げで ある 。 礫

は径 5〜10cm の もの を主体とする 。 洲浜 の 汀線付近 に は

景石 があ り、特に岬状に突出た部分に多い。北岸中央に

は石組の築山が ある。この 築山は庭の 主景をなすもの で、

奈良時f弋の 石組 としても傑出して い る。石数は 30 あまり、

最上部に 立て た高さ 1．2m の 柱状の 片麻岩を中心 と して 、
1m 内外 の 景石 を 山形 に組 む。石 質は 片麻岩 の ほ か、花崗

岩、チ ャ
ート、安山岩な どで あ る。

　池の 水は池北側 の 石組 水路から、池東北拡張部の 北 に

設けた泥溜め用と考えられ る東西 2m 、南北 5m ほ どの小

さな池に
一

旦溜められた後に 本体の池 に注 い で い た よ う

だ。また、池東北拡張部の 池底に は径 40cm の 曲物が据え

られて い た。地下か らの 湧水を集める施設 との 見方もあ

るが、現状 で は わずか に水が湧く程度で ある 。 宮跡庭園

との 類似性か ら考え る と、水生植物の 植升 で あっ た 可能

性もあ る 。

一
方、排水口 は池東南隅 に ある。遺構 と して

は 池水をすべ て抜くた め の 木樋暗渠 しか 残 っ て い なか っ

た が、常時の 排水は 木樋上 部 の 堰状施設か らZi−一バ ー
フ

ロ
ーする形で 外 へ 流れ 出て い た の で あろう。また、洲浜

敷きの 池底中央に は径 10c 皿ほ どの 玉 石 を敷い た排水用の

敷石 が ある 。 幅は 約 50c 皿で、北岸の 築山石組 の 裾には じ

ま り、東南隅の 排水木樋に直線的に接続する。池水を抜

い て池底を掃除す る際に水 を集め て流す
一

種の 溝で あろ

う。 池の深 さは前期と同程度、最深部で 30〜40cmで ある。

　周囲の 建物もすべ て建 て か わ るが、池 の 西岸と南岸に

張出す 2 棟の 建物は位置と規模が変わ るもの の 東西棟と

して 存在す る。西岸の 建物 が庭園 の 中心建物で あり、主

殿 と呼 ん で い る。主殿 の 東妻 に は池 に 張出す桟敷状の 露

台が とりつ き、露台か ら東岸 に橋がか か る 。 橋は池東北

部に南北方向の もの があり、両者 とも掘立柱式で あ る。

また、池北方 の 建物も配置、規模はか わる が 2 棟あ る。

池と建物 の 関係、それぞれ の 建物 の 機能などが前期と基

本的に変わらない こ とを示 して い るの で あろ う。た だ し、

前期 に な く後期 に 登 場 す る の が敷 地 東南隅に建 つ 楼閣風

建物で あ る。西 と北に大 きな庇をもつ 逆 L 字形の 建物で、

場所は異なるもの の 『続 日本紀』天平宝字 6 年の記事に

ある 「池亭」 にあたる建物で は ない か と想像してい る。

　後期 の 庭園に つ い て は植栽 に関する情報も発掘調査 で

得 て い る。池の 堆積土か ら出土 した植物遺体と花粉分析

デ
ー

タで ある。こ れ に よ る と庭園 に植え られ て い た 可能

性 の 高い 樹木は ア カ マ ツ、ヒ ノ キ 、ツ ツ ジ、ヤ ナ ギ、ウ

メ、モ モ 、ツバ キ、サ ク ラ、セ ン ダン 、ア ラカ シ な どで

あり、こ れらは復原整備の 植栽 に反映されて い る。

3 東院庭園復原整備の 基本方針

　 東院庭園の 復原整備は平成 5年度に始まり、9年度で

一
応の 完成を見た。復原整備の 基本方針を以 下に 示す。

  後期東院庭園を建物、植栽 も含め て復原す る。

  池の 景石 は遺構 を露出 して展観する。ただ し、洲浜礫

　敷きにつ い て は遺構保護の た めに約 10c皿厚で遺構の 直

上に新い 礫 を敷き詰め、これを見せる。したがっ て、

　水面も本来より 10cm高く設定する。

  周囲の 建物は遺構保護の ため約 40cm 盛土 し、復原す る。

  植栽は樹種、位置など発掘デ
ー

タ をもとに復原する。

  池水は浄化循環方式 とす る。

  庭園地区西側の 門、建物も復原 し、こ の 西 建物 を東 院

　庭園の 入 口、展示室、管理 室 と して活用す る．

画

囚

緬

図
一2 復原整備全体計画図
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  井戸、浄化槽、送水ポ ン プを収容した設備棟、来訪者

　用駐劇昜、トイ レ 等は宇奈多理 の杜西狽1地 区に設ける。

　以上 の 基本方針をもとに 復原整備したの で あるが、主

要な項目の 詳細と問題点を述べ る。

　まず 、 後期刺軈 を復原 i鰍 橡 とした理 由で ある。

前述の ように前期の 遺構 は後期の 遺構 の 下層 に あ り、池

北半部の調査 で は最終的に 後期遺構を可能な限 りはずし

て前期遺構を面 的 に調査 した が、南半部の調査で は後期

遺構を残すため に前期 の 池の 解明 は トレ ンチ調査 で部分

的に 行 っ た にすぎない。した が っ て、前期遺構を復原す

るに は 不明 な点 も多く、限界が あ る。また、築山をは じ

め とす る石 組や景 石 が後期 の もの で あ り、これを生かす

と必然的に後期を選択せ ざる を得 ない し、庭園と して の

完成度も後期の 方が高か っ た と考えられる。

　次に、遺構を展観する方法で ある。 東院庭園で の 遺構

の 残り方を見る と、建物跡は柱穴もし くは礎石 ・根石と、

部分的に は柱根も残 っ て い た。池や給排水路は石 を用い

てお り、か つ 地 面 を掘 り くぼめ て 作られて い る か ら遺構

は残存状況 は よ い。石 組 や 景石 もよ く残 っ て い た。植栽

に つ い て は植え穴の 可能性 が あ る浅い 凹み と、池の 堆積

土か ら出土 した植物遺体、花粉など、樹種を推定 す る材

料が発掘調査 で 得 られ た。この ような残存状況で あ っ た

の で、東院庭園で は前述の復原方針をとっ たの で あるが、

この 基本方針に は以下の ような長所、短所が ある。

　平 城宮 に 作られた 当時と して は最上級の 庭園 を建物、

植栽 も含め て復原す る こ とに よ り、奈良時代 の 庭園を具

体的に体感する こ とがで きる。石 組や景石 は遺構その も

の なの で あるか ら、本物がもつ 真実性が 伝 わ る。以 上が

長所で あり、以下は短所で ある。

　第
一

点は 遺構保護の た め、洲浜と水面は 10cm 、建物部

分は最低で も 40cm 嵩上げせ ざる を得ない。こ の 結果、石

組や 景石 が 10cm 埋 まっ て しま うし、また、建物と池 との

関係は、汾瞑 や水面 とは 30cm 、石 組や景石 とは 40　c皿 、

本来 よ り高低差が大きくなっ た。第二 は 復原 され た建物

と遺構 で あ る石 組や景石 との 間に 生ず る時間的な ギ ャ ッ

プで あ る。1200年余の 歳月が作り出 した遺構 の もつ 風格

と、復原 され た新築建物 との 間の 時間的なギャ ッ プ は 埋

めがたい もの が ある。第三 は建物、植栽に限らず、地形、

洲 浜 の 仕様、立 て 直す景石、補充する景石、給排水な ど、

復原 の 精度の 問題 で ある。推定を交えて 復原せ ざるを得

ない し、復原案が い くつ か 考えられ る場合で も現地 に復

原で きる案は
一案に 限 られ る 。 復原の 精度 を あ げ る努力

は、最大限す る の だ が 最後 は思 い 切 っ た選択を迫られ る

こ とが しば しばあるの も事実で ある。

4 復原整備の実際

　次に、池 と植栽の 復原を中心に 具体的内容を紹介する。

景石の 保存処理　　安山岩 は堅 く風化 の 心 配 が な か っ た

ので 特 に保存処理はほ ど こ さなか っ たが、他 の 花崗岩、

片麻岩、チ ャ
ートに っ い て は合成樹脂に よ る含浸強化 と
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図
一3 遺構面と復原整備面の 関係断面 図

表面 の 撥水処理を行っ た。

景石 の 復原　　景石 が動 い て い るか ど うか の判断、動 い

て い る とする と本来の 位置、石 の 向き、傾きなどをどう

考え、復原する の か、とい う悩ま しい 問題が あっ た。奈

良時代の庭園石組 として 完全 に近 い 形で 残 され た数少な

い 遺構で あるか ら、軽 々 に石 を動か すべ きで は ない 、と

い う理 解が まずあっ た。一
方で は 復原 され る建物や植栽

に 合わせ て 、石 組や景石 も推定で あ っ て も復原す べ き、

と い う意見もあ っ た。結果か らい うと、全体として は遺

構保存を基本 と した が、倒れ て い る こ とが 明らか な
一

部

の 石 に つ い て は推定復原 を行 っ た。特 に 、北側の 築山石

組につ い て は遺構保存に意を注ぎ、中央の 傾 い て い た 立

石 を安定するよ う直立させ た以外は石を動か して い ない。

他 に 動か した石 は、正殿南の 出島の 先端に ある板状の 片

麻岩 1 石 、東岸と西岸か ら突き出た岬先端部の 小さなチ

ャ
ート、各 1 石 と、動 かす か どうか 問題 に なっ たが最終

的に動か した西岸岬の チ ャ
ー

ト3 石 の 計6 石 で ある。

景石 の 補充　　発掘調 査 で は 池の 汀沿 い に 石 の 抜取 り穴

の 可能 1生がある凹みを見 つ けて い る。こ の 凹み の 位 置や

大きさをお もな根拠 と して、景石 を補充 した。補充 に 用

い た 石 は発掘調査 の 際、明らか に動 い て い ると判断 し外

した石 が主で、全体で約 100石 である 。

洲浜の 復原　　発掘調査で検出 した洲浜は砂利 の 空隙 に

土がつ ま っ た 状態 で あ る。池が最終的に機能停止 し、泥

土に覆わ れ た状態で あ る か ら当然そ うなる。しか し、洲

浜 が作 られ た当初は砂利 の 間の 土 は なく、純粋 に砂 利 だ

けが敷か れ て い た、と推定して い る 。 そ こ で 復原 で も遺

構 に近い 色合い の 新しい 砂利を約 10cn潭 で敷き詰め る こ

と と した。とこ ろが 、池底など平坦な部分 は敷 い た ま ま

で もなん とか 砂利 が安定して い る が、勾配 の あ る斜面部

で は一時は敷い た形を保 て るが、時間が経 つ と砂利 が 下

へ ず り落ち て しまう。そ こ で 、下の
一
層は砂利を固定 し、

さらにその 上 に薄く砂利を敷 くこ と と した．固 定 は細 か

い砕 石 にセ メン トを混ぜたモ ル タル を敷 き、砂 利を埋 め

込むとい う近代的な方法をとっ た 。 後々 の 維持管理 を考

えて 採択した方法で はあっ た が 、本来の 技法 で は少 々 無

理 な勾配 で も作り出せ る こ とにな り、結果的に は 洲浜 と

して は不 自然な急勾配の 斜面部分も生 じて しまっ た。

　 遺構の 上 に新 し い 砂利を 10cm 厚で 敷く方法 は、基本方

針 で述べ た 欠点があり、可能 な ら景石 同様 に 遺構 を 露出

して 見せ た い ところで ある。しか し、現在 の 遺構保存技

術で は洲浜を露天で 展示す るすべ がなく、やむなくこ の

方法 に よっ た。復原した砂利層の 下に は、厚さ 3mm の 土

木シートを敷き、遺構面との 区別 と遺槲 呆護を図っ た。

植栽復原　　庭園に とっ て植物が 大きな要素で あ っ た こ
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　とは奈良時代も変わらない。こ の こ とは 『万葉集』や 『懐

風藻』 とい っ た 奈良時代の 歌集に庭園の 植物が 数多 く詠

われ て い るこ とか らもわか る。その 意味で植栽の 復原 は

重要なの で あ る が、もうひ とつ 、植栽 に 期待され る役割
が ある。それ は遺構と復原 された建物 との 間の ギ ャ ッ プ

を埋め る作用 で ある．問題点と して述べ た よ うに、遺構

　と復原建物 との 間に は 高低差 とい う空 間的なギ ャ ッ プ と、
1200 年余 とい う時間的なギ ャ ッ プ が存在す る 。 この ふ た

っ を少 しで も埋 め られ るの は植栽 で あ ろ う、と考え復原

計画を立て た。高低差を目立たなくする こ と と、風化し

た石 組 の古び た姿と新品の 復原建物 との 違和感を緩和す

る こ とで あ る。植物 に よっ て 少 しで も庭 と して の 華や か

さを出 したい と い う気持 ちも あ っ た。樹種は ア カ マ ツ 以

下、発掘調査 の とこ ろで 述 べ た 木 々 で あり、位置も発掘

調査 で ある程度決め るこ とが で きたが 、 問題 は樹高や樹

形で あ る。
’
同 じ柑種で も どの よ うな花が付 く種類か、ま

た、花の 色など、これ らも発掘調査 で は わか らない。樹

高につ い て は遺構面に置 い た盛土の 厚み内 に根鉢が 納ま

る必要があ るか ら、木 の 大きさは 自ずと限定され る。樹

形もあま り人工 的 に仕立 て られ た もの は奈 良時代に そ こ

まで 行われ て い た 保証もな く、か とい っ て完全な自然形

で もさまに ならない 。花も園芸品種化して い ない もの。
とな る と、だ い た い 決ま っ て くる 。 植栽の 全体的な雰囲

気は 『年中行事絵巻』など、平安時代以降の 史料 で ある

が、これ らを参考に した。

池水 の 復原　　当時の 池水がどの 程度 の 清浄さを保 っ て

い たか は わか らない。しか し、池 底 が礫敷 きで ある、建

物が水 面 に 張 り出 して い る、給 水 部 に 泥溜 め 的小池を伴

う、こ とな どか ら池底 が透けて 見えるこ とを意図 して い

た と推 定 した。っ ま り、池水は 清浄に保たれ て い た と考

え復原 した。 補給水は新た に掘っ た井戸と し、浄化循環

方式とした 。 また、発掘調査 で は給水路が池東北部に、

排水路が東南部に それぞれ
一

か所見つ か っ て い る が、こ

の ままで は池 の 入 り込 み 部や 西辺 部 は水が 澱ん で しまう。
澱む水を押 し出 し、池水全体の 循環を確保す るた め、心

配 な部分 9箇所の 池底に給水管を埋設した。

　排水 路も遺構 と して 確認 で きた の は池水をすべ て抜く

際の 木樋暗渠の み で あっ た。常時は宮跡庭園と類似 した

オ
ーバ ー

フ ロ
ー

を受ける水路 が 暗渠の 上部 に あっ た と考

えられ るが、排水路周辺の 整備地盤が建物復原 の た め の

盛土によっ て本来よ りも 50cm ほ ど高くな っ て お り、開渠
とするに は深くな りすぎる き らい が あ っ た。やむなく暗

渠 と し、南面大垣外まで排水を誘導 し、こ こからポン プ

で 浄1ヒ艚 に 送 るシス テム と した。

周辺部の整備　　庭園外側 の建物で は庭 の 西を限る南北

板塀西側 の 掘立柱建物 （以下、「西建物」 と呼ぶ。） と、
南面大垣 の 中央 に 開く南門と脇門の 3 棟を復原 した。西

建物 は入 口施設 と して 活用す べ く、 構造や外観は 復原建

物 として 作 られ て い るが、内部は展示 室、管理室 として

機能する よ う近代的施設 とした。 これ らの 復原建物 の 西

側 に駐車場、便所 と池水 の井戸
・
浄イヒ糟 ・ポ ン プを収容

した 設備棟を設 けた。見学者は駐車場か ら西 建物 を経由

し、庭園西南部か．6園内に入 り、反 時計回 りに池 を一
周、

再び西建物 を通 り戻 る こ ととなる 。

図
一4 復原整備後の 全景（東南よ り西北方向を望む ）

5．おわりに

　復原 された後期東院庭園は宮跡庭園とは趣を異に す る。
宮跡庭園の 特徴で ある扁平な玉石 で 固めた池の つ く りは、
む しろ、前期東院庭園 と類似する。これ に 対 して後期東

院庭園 は全 面礫敷きの 洲浜 づ く りで ある。宮跡庭園や前

期東院庭園が 7 世紀の 人工 的色彩 の 強い 園 池 の 影響か ら

脱却 しえ て い ない の に 対 して、後期東院庭園に は 7 世紀

の 余韻は な い。その 意味 で後期東院庭園 は 平安時代以降

につ づ く日本庭園の 源流を考える上で大 きな意義をもつ 。

　また、東院庭園は奈良時代の遺跡と して も とびぬ けた

保存状態の よ さをもっ て い る。そ れ ゆ えに 、庭園の 石組

や景石 を じか に 見学 で き、か つ 、建物等も
一体と して 復

原 され た 庭園空間に身を置くこ と が で きる整備方法 を と

っ たの で ある。復原案の
一
案が提示 された空間とい え る。

復原が正 しい の か ど うか 、今後 の 遺構保存に 悪影響はな

い の か、な ど残 された課題もあ る 。 しか しなが ら、今回

の 復原 が 平城宮 の 地下に 埋もれ て い た貴重な庭園遺構を

現代に よみが えらせた こ とも事実で ある。古代の 遺跡が

語 りか けるもの をで きるだけ大勢の 人 に 聞い て もら い た

い。修復された東院庭園の 最大の 意義で あろう。
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